
付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

24年度 計

円 円 円 円 円

3,675,000 3,675,000

交付金額 3,675,000 3,675,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

食器消毒保管庫が老朽化しているため、当町で検討したところ、早急
に更新する必要があると判断し、食器消毒保管庫を購入を実施したも
のである。
調整交付金により事業を実施することにより、芦屋町の児童・生徒に
安全で安心な給食を提供を図るとともに、芦屋飛行場の安定的使用に
寄与させるものである。

食器消毒保管庫　２台

平成24年度

食器消毒保管庫を買い替えたことにより、保護者から「安全安心な学
校給食の提供ができるようになった」との意見が寄せられており、児
童生徒に安全で安心な給食を提供することに寄与できた。

今後も児童生徒に対し安全で安心な学校給食の提供ができるよう、地
域住民の理解を得ながら事業を実施する。

無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

事 業 費 及 び 交 付 金 額

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

事業費

芦屋飛行場関連公共用施設（教育文化施設：食器消毒保管庫購入）整
備事業

芦　屋　町

芦屋町白浜町3786番地



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

24年度 計

円 円 円 円 円

34,336,155 34,336,155

交付金額 34,336,000 34,336,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

事 業 費 及 び 交 付 金 額

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

事業費

芦屋飛行場関連公共用施設（消防に関する施設：第２分団車庫建替工
事）整備事業

芦　屋　町

芦屋町中ノ浜2951-1

芦屋町消防団車庫の老朽化により円滑な消防団活動に影響があるとし
て、当町で検討したところ、早急に建替えの必要があると判断し、工
事を実施したものである。交付金により事業を実施することにより、
災害時における地域住民の安全を図る拠点とするとともに、芦屋飛行
場の安定的使用に寄与させるものである。

消防車庫　Ｓ造平屋　敷地面積：443.19㎡　延べ床面積：126.08㎡

平成24年度

老朽化していた分団車庫を建替えたことにより、消防団より「消防団
活動が円滑に行えるようになった」という意見が寄せられており、地
域住民の安全確保に寄与することができた。

今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施する。

無



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

24年度 25年度
26年度
予定

計

円 円 円 円 円

3,465,000 23,487,000 26,952,000

交付金額 3,000,000 23,487,000 26,487,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

施設の維持管理向上や長寿命化を図るため、当町で検討したとこ
ろ、改修工事に係る実施設計を実施したものである。交付金により
事業を実施することにより、利用者に対して快適な環境を提供を図
るとともに、芦屋飛行場の安定的使用に寄与させるものである。

実施設計　一式

平成24年度から平成26年度

工事が完了していないため具体的な成果及び評価はできないが、設
計内容に対して地元の理解が円滑に図れた。

地域住民の理解を得ながら事業を実施していく。

無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

事 業 費 及 び 交 付 金 額

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

事業費

芦屋飛行場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関す
る施設：総合体育館空調設備改修工事設計委託）整備事業

芦　屋　町

芦屋町大字山鹿239-1



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

24年度 計

円 円 円 円 円

7,185,150 7,185,150

交付金額 7,035,000 7,035,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

今後とも地域住民の理解を得ながら事業を実施する。

無

道路整備により、交通の円滑化が図られ、地域住民の生活環境改善
に寄与することができた。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

事 業 費 及 び 交 付 金 額

芦屋町の道路整備工事を進め、生活環境の向上を目的とし、当町で
検討したところ、早急に工事を実施する必要があると判断し実施し
たものである。調整交付金事業で工事を実施することにより、地域
住民の環境整備を図るとともに、芦屋飛行場の安定的使用に寄与さ
せるものである。

道路改良工事　幅員Ｗ＝4.0ｍ、延長Ｌ＝84.88ｍ

平成24年度

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

事業費

芦屋飛行場関連公共用施設（交通施設：山鹿・亀の甲線）整備事業

芦　屋　町

芦屋町大字山鹿



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

24年度 計

円 円 円 円 円

7,959,084 7,959,084

交付金額 7,959,000 7,959,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

事業費

芦屋飛行場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関す
る施設：アクアシアンプールサイド改修工事）整備事業

芦　屋　町

芦屋町白浜町1455番地102

当施設のプールサイドの塗装が経年により、摩耗し夏季の使用時に
表面温度の高温化、転倒の虞があったことから、当町で工事時期を
検討したところ、早急に塗装を実施する必要があると判断し、塗装
工事を実施したものである。調整交付金事業で工事を実施すること
により、地域住民の生活基盤の整備を図るとともに、芦屋飛行場の
安定的使用に寄与させるものである。

プールサイド改修（塗装工事）　2,438.9㎡

平成24年度

改修工事が完了したことで快適かつ安心してプールが利用できるよ
うになったことから、利用者の増加や地域住民のレクリエーション
拠点としての機能回復に寄与することが期待できる。

今後も地域住民の理解を得ながら事業を実施する。

無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

事 業 費 及 び 交 付 金 額



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

24年度 計

円 円 円 円 円

4,004,700 4,004,700

交付金額 4,000,000 4,000,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

整備が完了したことで、通行車両が通学路であることを認識するこ
とができ、歩行者の安全確保と交通の円滑化に寄与できた。

地域住民の理解を得ながら事業を実施する。

無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

事 業 費 及 び 交 付 金 額

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

事業費

芦屋飛行場関連公共用施設（交通施設：船頭町５号線外７路線）整
備事業

芦　屋　町

芦屋町船頭町外７箇所

地域住民より、通学路にあたる各路線の道路整備（区画線等の設
置）の要望があり、当町で検討したところ、早急に整備を実施する
必要があると判断し、工事を実施したものである。交付金により事
業を実施することにより、交通の円滑化と歩行者の安全確保を図る
とともに、芦屋飛行場の安定的使用に寄与させるものである。

道路整備　区画線設置　幅Ｗ＝0.15ｍ　延長Ｌ＝6,039.6ｍ

平成24年度



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

24年度 計

円 円 円 円 円

2,410,800 2,410,800

交付金額 2,410,000 2,410,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

地域住民の理解を得ながら事業を実施する。

無

用具の改修を行ったことにより、教員や保護者から「安心して児童
が体育授業等に取り組むことができる」との意見が寄せられてお
り、学校施設の環境改善に寄与することができた。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

事 業 費 及 び 交 付 金 額

現在使用している小学校体育館用具（バスケットゴール）が老朽化
しており、当町で検討したところ、早急に改修する必要があると判
断し実施したものである。交付金により改修工事をすることで児童
の安全を確保し、授業が実施できる環境整備を図るとともに、芦屋
飛行場の安定的使用に寄与させるものである。

体育館改修　壁面水平引き込み式バスケット台　２対

平成24年度

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

事業費

芦屋飛行場関連公共用施設（教育文化施設：山鹿小学校体育館改修
工事）整備事業

芦　屋　町

芦屋町大字山鹿2853



付紙様式

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 目 的

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

24年度 計

円 円 円 円 円

3,423,336 3,423,336

交付金額 3,423,000 3,423,000

補助事業の成果及び評価

事 業 の 改 善 策 及 び
今 後 の 対 応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

防水工事により、利用者からは「雨漏り等の不安がなくなり安心して
利用できる」との意見が寄せられており、地域住民への快適な施設提
供に寄与できた。

地域住民の理解を得ながら事業を実施する。

無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

事 業 費 及 び 交 付 金 額

注：事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を記載すること。

事業費

芦屋飛行場関連公共用施設（スポーツ又はレクリエーションに関する
施設：小体育館屋根防水改修工事）整備事業

芦　屋　町

芦屋町中ノ浜3635-1

現在使用している小体育館が、雨漏りにより体育館の利用に支障をき
たしていることから、当町で検討したところ、早急に改修する必要が
あると判断し実施したものである。
調整交付金により事業を実施することにより、施設の長寿命化を図
り、引き続き利用者への施設提供を行うとともに、芦屋飛行場の安定
的使用に寄与させるものである。

防水工事　一式

平成24年度


